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会計研究の新展開シリーズ

　会計情報の価値関連性の低下、非財務情報の爆発的な拡大、そしてテキスト解析技術の発展によって財務報告
研究におけるテキスト分析が増加してきた。本稿では、これまでのテキスト分析を概観するとともに、テキスト
マイニング技術を用いて、有価証券報告書におけるMD&A、事業等のリスク、そして対処すべき課題のトーン
／可読性と中長期的な将来業績との関係を分析する。

１．財務報告研究をめぐる新たな潮流
２．財務報告研究におけるテキスト分析
３．有価証券報告書の記述情報は中長期業績と関

係するのか

４．おわりに─テキスト分析が切り拓く未来─
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